特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース12年３月２９日４０１号
親子花見乗船体験(4月8日・日)の乗船希望者の募集が始まる（氏名　住所　FAXと電話番号　参加人数(大人少人)を下記FAXに送付
新しい故郷の春の風物詩として徐々に定着してきた親子花見乗船体験も早くも5回目を迎えました。乗船時間の設定で待ち時間が少なく効率良く運行ができるようになりました。昨年は乗降の足場の高さで不便を感じていただきました。今年は改善しようと検討しています。当日受付けは長時間待ちが予想されます。必ず申込をしてくださいね。先着順で受け付けています。(FAX/0774‐65‐1707まで)
馬坂川清掃作業へのご参加を7人で綺麗になる

春と言えば桜、だれもが一致するところです。親子花見乗船体験はその時期にふさわしい取組です。ところがこの会場である馬坂川にはゴミが散乱していました。今年で第5回目の川床のゴミ拾いを実行。昨年より大型ごみが減少していました。効果が上がっています。
週刊ニュース400号に到達　
400号を達成して新たな気持ちで401号の発行です。これまでの取り組みから更に1週間単位で全会員さんとの情報の共有ができるようになりたいものです。ホームページをご利用いただく会員さんも増加していますが、FAX会員さんもまだまだおいでです。電話のみという御方もおられ多様な通信方法を駆使しています。新年度から年間を通じてという事は少し無理でしょうがなんとか全会員さんへの一定期間徹底した連絡に挑戦してみたいと思っています。その節には少し郵送料のご負担もお願いしなければなりませんがご協力下さいね。
木津川の植物観察　12名の参加
24日の土曜日はめまぐるしく天候が動く忙しい土曜日でした。背割堤を中心に植物観察に熱中しました。イヌナズナは綺麗に咲いています。期待していた○○も見事に咲きだしていました。昨年見つけておいた場所には間違いなく期待していた花も咲き揃っています。昨年は東北大地震や予期せぬ福島原発の放射能とびっくりする事件が起きましたが、三川合流部分では季節の移ろいがちゃんと進んでいました。昨年の記録と比較すると生育地が移動している様子がはっきりしてきました。来年の観察会が更に楽しみになりました。
春の野草を食する会　一般1000円（会員500円）
里山の会の春一番の楽しい取り組みの一つに、芽吹いたばかりの野草を食する取り組みを行っています。昨年から会場を山城大橋に移して、雨天でも心配なく開催できるようになりました。前日には多くの皆さんが身近な山野を駆けまわって、食材を集めていただいています。又自宅近くで春を感じさせてくれる野草も摘み取り持ち寄って、料理をします。思いもよらない美味しい作品に出会う事もあります。こうして持ち寄ってきた食材を各自がそれぞれに手を加え調理していきます。まな板の音、てんぷらで水がはねる音、川のせせらぎの音、小鳥の声など目にも耳にも春の景色が飛び込んできます。そしてみんな一緒にワイワイガヤガヤ食事が始まります。賑やかに楽しく、面白くひと時が瞬く間に過ぎます。一年の取り組みのオープニングにふさわしいイベントです。一般参加の場合は1000円のご負担をお願いしています。そうこうしているうちに正午にはおうどんが出回り、腹ごしらえが整うと第1部が終了となります。一段落して第2部の開始で、持ち寄った飲み物を披露しながら懇親を深めます。これもまた年に一度の屋外パーティ、大いに語り合って、春を満喫します。新入会員の皆さん！ベテラン会員の皆さん！こぞってご来場ください。お越しをお待ちしています。
里山農園農業塾　ジャガイモの植え付け170株実行　　本年度の取り組みの中で里山農園・農業塾として開墾が完成しました。温かくなって春の訪れが感じられ、いよいよ作付や植付の季節を迎えます。雨も徐々に暖かくなり風も冷たい北風から少しづつ温かい南の風が多くなってきました。早速元気に里山農園の皆さんは畝立てや肥料散布を行い、ジャガイモの植え付けをしました。170個の植え付けの完成です。春本番になって白い花が咲くことでしょう。　　29日の午後1時から3時には、溝掘り機械の実験テストを業者に行っていただきます。畝の側面の除草作業や溝の土揚げ等が出来るのかを見ることにしています。マルチシート張りもこれで実行できると説明があるようです。本日の取組ですが時間があり間に合ったら一度お越しください。
ハイキングコース方向指示看板新装設置間も無く　　京田辺尾根筋ギャラリー　間も無く　芽吹く季節大勢お越しください

ハイキングコースの方向案内版も長年の風雨によって腐敗が進みずい分劣化しています。新調しようと準備を進めてきましたが、3月末日までには更新できるでしょう。聴覚障害者の就労支援センターの皆さんが腕によりをかけて連日制作戴いています。コースには30本のギャラリー掲示板がすでに設置され、ハイカーをお待ちする準備が整っています。残るのは竹藪の中の階段の整備と歩行指示案内版が整うと安心してお迎えできます。期日までに完成させようと全力を尽くしていただいています。御期待下さい。
福井浪恵さんのご紹介で、会員249人に　　もうおひとりで250人に　　残る3日間　おすすめください。　

いよいよ年度末が迫ってきました。河川レンジャーの福井浪恵さんは里山の会が悲願の会員250人まで2人となっている、何として実現しようと23日の第3回の理事会で強い申し合わせをしたので、翌日の24日宇治市の友人にお誘いをして頂きました。新聞などで活躍している団体だからあなたから進めていただいたのでと快く入会して戴いたとのことです。本当に後お一人を迎えれば積年の課題が実現することになります。みなさんの最後の踏ん張りをよろしくお願いします。一人ぐらいは何とするだろうといった他人任せでなく250人目は私の力を絞ってと思いなおして頑張って下さい。どうかよろしくお願いします。朗報をお待ちしています。
やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　//www.yamashiro-npo.jp.net/



























週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

